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地域自殺対策緊急強化基金（うつ病医療体制強化事業）実施状況

事業実施：平成22年度補正予算 7.5億円

○一般かかりつけ医と精神科医の連携（ＧＰ連携）強化のための会議
一般かかりつけ医と精神科医の連携強化のための会議が行われている地区

１１０か所

○精神科医への紹介

基金活用により、一般かかりつけ医から精神科医への紹介システムの構築を行っ
ている地区 １７か所

岩手中部（花巻周辺）、山形県上山市、山形県小国市、富士市、愛知県、兵庫県（たつの市周辺・篠山市周
辺）、神戸市、和歌山県御坊市、鳥取県、広島市、香川県、高知市、福岡県久留米市周辺、佐賀県、鹿児島
市、鹿児島県姶良市

○精神医療従事者研修
・これまでに精神医療従事者（医師、看護師、薬剤師等）に対して行われた研修

１６０回
・平成24年２～３月（自殺対策強化月間）に実施される予定の精神医療従事者研修

５８回
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佐賀県かかりつけ医・精神科医紹介システム事業
１.目的
うつ病が疑われる患者を、かかりつけ医から精神科医へ紹介し、うつ病患者の早期発見・治
療に役立てるとともに、かかりつけ医と精神科医の連携を推進させることを目的とする。
２．対象
うつ病の疑いがある患者
３．紹介の流れ

①紹介の流れ

②スクリーニング

①受診
専用
紹介状

かかりつけ医 精神科医②スクリーニングし
必要に応じて
精神科医へ

返信書

外来受診

2週間以上の不眠
の継続

不定愁訴（＋）
かつ
不眠の継続

自殺念慮（＋）
その他
うつ病の疑い

いずれかに該当

日本版「SDS」40点以上

精神科の医療機関

抗うつ薬治療1ヶ月で効果なし

不眠を訴える
患者

（実施例）
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被災者の心のケア（3次補正）の概要

②地域精神医療機能の回
復・充実

災害時こころの情報支援センター
独立行政法人国立精神・神経医療研究センターに設置

被災県

①地域精神保健活動の
継続的な実施

心のケアセンター
（各県の活動拠点）

保健所

市町村

被災県内外より人材確保

情報提供・技
術指導・調査

実態報告
データ提供

情報共有・連携

被災地では、ＰＴＳＤの症状の長期化、生活への不安等も重なり、うつ病や不安障害が増大すること
が考えられることから、中長期的な対応が必要となり、そのための地域精神保健医療を担う人材の
確保等が必要。

○看護師、精神保健福祉士、臨床心理
士、社会福祉士、作業療法士等による、
被災者への心のケアの支援（自宅及
び仮設訪問・相談対応）

○被災した精神障害者、医療的支
援が必要な被災者に対して、病院
を拠点とした訪問診療、訪問看護

○震災に関連する精神症状等への
対応に関する連携と統括・管理

○被災地の心のケアに関する情報
を効率的に集約し、被災県に提供
○被災地関係の研究等の窓口

○被災地における心のケアや調査
結果の公表

等の総合的な調整、助言指導、
データ分析

③心のケアセンター整備事業

28億円
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岩手県 宮城県 福島県

現在の状況 県補正予算、１２月１３日議
会可決

県補正予算、１２月２１日議会
可決

県補正予算、１２月２７日議会可
決

拠点 岩手県こころのケアセンター
を開設（2月15日：盛岡市）
沿岸各地域に地域心のケア
センターを設置予定（3月）

みやぎ心のケアセンター開設
（12月1日：仙台市）
地域センターを24年度より設
置予定

ふくしま心のケアセンター（基幹
センター）を開設（2月1日：福島
市）

各地域に心のケアセンター（支
部）を設置予定

事業内容 ＰＴＳＤ等精神疾患に関する
相談支援、仮設住宅等の巡
回相談等

災害関連の精神保健医療福
祉対策の総合的コーディネー
ト、ＰＴＳＤ等精神疾患に関す
る相談支援、仮設住宅等の巡
回相談、震災型アウトリーチ
事業の実施等

ＰＴＳＤ等精神疾患に関する相談
支援、仮設住宅等の巡回相談、
こころのケアに関する調査研究、
情報収集、普及啓発、人材育成
等

３次補正予算（約28億円）により、岩手県、宮城県、福島県の障害者自立支援対策臨時
特例基金を積み増し。23年12月にみやぎ心のケアセンター、24年2月に岩手県こころのケ
アセンター、ふくしま心のケアセンターを開設し、事業を開始。

被災者の心のケア支援事業（3次補正）について

4


